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一

　
本
稿
は
、
第
三
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注

（
以
下
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
、
い
さ
さ
か
考
察

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
考
察
を
す
る
に
当
た
っ
て
問
題
に
な
る
単
位
語
の
と
り
方
は
、
宮
島
達
夫
氏
編

『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
笠
間
書
院
刊
以
下
『
語
い
表
』
と
略
称
す
る
）
（
－
に

お
け
る
規
定
を
お
お
む
ね
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
語
数
調
査
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
は
、
片
桐
洋
一
氏
編
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
索
引
篇
』
（
大
学
堂
書
店
刊
）
　
の

懸
子
に
浴
し
た
。
な
お
、
以
下
、
語
彙
数
に
関
し
て
、
特
に
注
記
し
な
い
場
合
は

異
な
り
語
数
で
あ
る
。

　
　
ニ
ー
ω

　
「
拾
遺
詞
書
」
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
を
、
筆
者
が
以
前
調
査
し
た
「
古

今
和
歌
集
」
「
後
撰
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
古
今
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
後
干
詞
書
」
と
略
称
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
そ
れ
ら
と
と
も
に
示
し
た
も
の
が
表

（
1
）
で
あ
る
。

　
表
（
1
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
拾
遺
詞
書
」
の

異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
　
一
二
八

六
語
、
五
二
〇
二
語
で
あ
り
、
そ
の
平
均
使
用
度
数

は
四
・
〇
五
で
あ
る
。
ま
た
、
平
均
使
用
度
数
に
お

い
て
は
、
三
代
集
の
中
で
最
小
で
あ
る
が
、
異
な
り

語
数
に
お
い
て
は
、
「
後
撰
詞
書
」
よ
り
も
多
い
こ

と
も
表
（
1
）
か
ら
わ
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
延
べ

語
数
の
割
に
異
な
り
語
数
が
多
く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
る
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
平
均
使
用
度
数
の
点
か
ら
み
る
と
、
「
拾
遺
詞
書
」

は
、
責
フ
璽
臼
L
を
お
お
む
ね
踏
襲
し
、
「
縫
詞
D

書
」
の
特
異
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
結
果
と
な
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

い
る
。

作品名 異なり語数 延べ語数 平均使用度数

古今詞書 892 3973 4．45

後撰詞書 1276 7002 5．49

拾遺詞書 1286 5202 4．05
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②

　
次
に
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
あ
る
作
品
に
お
い
て
、
延
べ
語
数
の
ど
の
程
度
を
占
め
る
語
を
も
っ
て
そ
の
作

品
の
基
幹
語
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
考
え
方
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、

延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
度
数
を
持
つ
語
を
、
仮
に
基
幹
語
と
し
た
い
。

　
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
度
数
を
持
つ
語
は
、
異
な
り
語

数
で
一
九
一
語
、
延
べ
語
数
で
三
四
九
二
語
と
な
る
。
こ
の
延
べ
語
数
三
四
九
二

語
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
全
延
べ
語
数
五
二
〇
二
語
の
六
七
・
＝
ニ
パ
…

セ
ン
ト
に
当
た
る
が
、
筆
者
が
以
前
調
査
し
た
「
後
撰
詞
書
」
に
お
け
る
七
一
・

二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
新
古
今
詞
書
」

と
略
称
す
る
）
（
4
）
に
お
け
る
七
丁
四
ニ
パ
↓
ン
ト
と
、
比
較
的
近
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
一
九
一
語
を
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
す
る

こ
と
に
は
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
、
以
下
、
考
察
に
使
用
す
る
。

　
な
お
、
資
料
と
し
て
「
拾
遺
詞
書
し
の
基
幹
語
彙
を
頻
度
順
に
示
し
た
の
で
、

参
照
願
い
た
い
。

　
　
三
1
ω

　
大
野
憾
言
は
、
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
問

題
」
（
『
国
語
学
』
八
七
集
）
に
お
い
て
、
「
竹
取
物
語
」
「
伊
勢
物
語
」
「
源
氏
物

語
」
同
一
〇
作
品
の
語
彙
に
よ
り
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
」
（
以

下
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略
称
す
る
）
を
示
さ
れ
た
が
、
以
下
、
「
拾
遺
詞

書
」
の
基
幹
語
彙
と
、
こ
の
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
を
比
較
し
、
考
察
を
加

え
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
2
）

は
、
西
田

直
敏
氏
が

「
平
家
物

語
」
に
お

い
て
な
さ

れ
た
段
階

　
　
（
5
）

分
け
　
と

お
お
む
ね

同
様
な
方

　
　
　
　
　
勿

法
に
よ
り
　
一

　
　
　
　
　
表

「
拾
遺
詞

書
」
の
基
幹
語
彙
及
び
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
を
段
階
分
け
し
、
「
拾
遺
詞
書
」

の
基
幹
語
彙
の
所
属
段
階
を
も
と
に
し
て
、
両
者
の
共
通
語
数
・
非
共
通
語
数
を

各
段
階
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
表
（
2
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
拾

遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
は
⑦
段
階
の
一
部
ま
で
と
な
る
が
、
「
平
安
和
文
基
本
語

彙
」
の
方
は
、
考
察
の
都
合
上
、
⑧
段
階
ま
で
示
し
た
。
ま
た
、
段
階
分
け
を
し

た
場
合
、
ど
の
程
度
の
所
属
段
階
差
か
ら
、
そ
の
使
用
が
特
異
で
あ
る
と
み
な
す

か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
差
が
上
・
下
各
一

段
階
ま
で
は
許
容
範
囲
と
し
、
二
段
階
以
上
の
所
属
段
階
差
が
あ
る
語
を
も
っ
て

特
徴
的
な
使
用
例
で
あ
る
と
み
な
し
た
。

　
　
　
　
②

「平安和文基本語彙」での段階
非共

ﾊ語
段
階
共通

齔
1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 1 1 1

2 5 1 2 2

3 8 1 2 1 1 2 1

4 13 2 1 1 2 5 1 1 3

5 30 2 3 3 11 1 5 5 4

6 38 1 2 6 7 7 10 5 16

7 54 1 4 4 7 12 14 12 17

計 150 5 8 9 17 33 22 32 24 41
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表
（
2
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上

位
の
語
は
、
①
段
階
二
語
、
②
段
階
四
語
、
③
段
階
四
語
、
④
段
階
二
語
、
⑤
段

階
一
〇
語
、
⑥
段
階
五
語
の
計
二
七
語
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所

属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
は
、
③
段
階
一
語
、
④
段
階
三
語
、
⑤
段
階
五
語
、
⑥

段
階
九
語
、
⑦
段
階
一
六
語
の
計
三
四
語
で
あ
る
が
、
以
下
、
具
体
的
に
示
す
。

　
1
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の

　
　
「
し
る
（
知
・
領
）
」
「
と
き
（
時
）
」
「
び
や
う
ぶ
（
屏
風
）
」
「
よ
む
（
詠
）
」

　
　
「
つ
か
は
す
（
遣
）
」
「
も
と
（
元
・
本
・
下
）
」
「
を
ん
な
（
女
）
」
「
い
へ

　
　
（
家
）
」
「
ま
か
る
（
罷
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
か
へ
し
（
返
）
」
「
が
（
賀
）
」

　
　
「
か
た
（
形
）
」
「
あ
そ
ん
（
朝
臣
）
」
「
く
だ
る
（
下
）
」
「
な
く
な
る
（
無
）
」

　
　
「
あ
る
（
或
）
」
「
ゑ
（
絵
）
」
「
あ
し
た
（
朝
）
」
「
め
（
妻
・
女
）
」
「
も
み
ち

　
　
（
紅
葉
ご
「
さ
い
み
ん
（
斎
院
）
」
「
み
や
す
ど
こ
ろ
（
御
息
所
）
」
「
お
こ
す

　
　
（
遣
）
」
「
な
が
す
（
流
）
」
「
な
ぬ
か
（
七
日
）
」
「
は
づ
き
（
八
月
）
」

　
1
1
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の

　
　
「
ひ
と
（
人
）
」
「
あ
り
（
有
）
」
「
も
の
（
物
・
者
）
」
「
こ
と
（
事
）
」
「
う
ち

　
　
（
内
・
内
裏
）
」
「
な
る
（
成
ご
「
ひ
と
び
と
（
人
人
）
」
「
ま
た
（
副
詞
）
」

　
　
「
み
や
（
宮
）
」
「
お
な
じ
（
同
）
」
「
ま
へ
（
前
）
」
「
つ
く
（
付
・
着
、
下
二

　
　
段
）
」
「
な
く
（
鳴
、
四
段
）
」
「
ほ
ど
（
程
）
」
「
わ
た
る
（
渡
）
」
「
こ
の
（
此
）
」

　
　
「
さ
ぶ
ら
ふ
（
候
・
侍
）
」
「
な
し
（
無
）
」
「
あ
ま
た
（
数
多
）
」
「
え
（
副
詞
）
」

　
　
「
お
も
ふ
（
思
）
」
「
か
の
（
彼
）
」
「
か
へ
る
（
帰
）
」
「
つ
か
う
ま
つ
る
（
仕
）
」

　
　
「
ふ
み
（
文
）
」
「
い
ま
（
今
）
」
「
う
へ
（
上
）
」
「
お
ほ
し
（
多
）
」
「
か
く

　
　
（
斯
）
」
「
こ
れ
（
此
）
」
「
ち
ゅ
う
じ
や
う
（
中
将
）
」
「
ま
う
す
（
申
）
」
「
め
の

　
　
と
（
乳
母
）
」
「
と
し
ご
ろ
（
年
頃
）
」

　
と
こ
ろ
で
、
宮
島
達
夫
氏
は
、
『
語
い
表
』
付
載
の
統
計
表
に
お
い
て
、
一
四

作
品
に
共
通
す
る
語
と
し
て
一
三
七
語
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
二
七
語

と
前
掲
各
語
群
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

具
体
的
に
示
す
。

　
一
四
作
品
共
通
語
と
共
通
す
る
語
は
、
1
に
お
い
て
は
「
し
る
」
「
と
き
」
「
も

と
」
の
三
語
、
1
1
に
お
い
て
は
「
ひ
と
」
「
あ
り
」
「
も
の
」
「
こ
と
」
「
う
ち
」

「
な
る
」
「
ま
た
」
「
お
な
じ
」
「
つ
く
」
「
な
く
」
「
ほ
ど
」
「
わ
た
る
」
「
こ
の
」

「
な
し
」
「
あ
ま
た
」
「
お
も
ふ
」
「
か
の
」
「
か
へ
る
」
「
い
ま
」
「
お
ほ
し
」
「
か
く
」

「
こ
れ
」
の
二
二
語
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
か
ら
し
て
も
、
「
平
安
和
文
基

本
語
彙
」
が
和
文
の
基
層
語
と
し
て
広
く
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
た
点
、
ま
た
逆

に
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
が
一
般
の
和
文
脈
系
文
学
の
語
彙
と
は
異
な
っ
た
性

格
の
も
の
で
あ
る
点
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
㈹

　
次
に
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
ふ
れ
る
。

　
前
記
の
語
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
二
七
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
分
類
す
る
と
、

　
1
和
歌
関
係
　
　
「
よ
む
」
「
う
た
」
「
か
へ
し
」

　
H
敬
語
　
　
　
　
「
つ
か
は
す
」
「
ま
か
る
」

　
m
時
・
時
間
関
係
　
　
「
と
き
」
「
あ
し
た
」
「
な
ぬ
か
」
「
は
づ
き
」

　
W
人
物
関
係
　
　
「
を
ん
な
」
「
あ
そ
ん
」
「
め
」
「
さ
い
み
ん
」
「
み
や
す
ど
こ
ろ
」

　
V
場
所
関
係
　
　
「
も
と
」
「
い
へ
」
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W
そ
の
他
　
　
「
し
る
」
「
び
や
う
ぶ
」
「
が
」
「
か
た
」
「
く
だ
る
」
「
な
く
な
る
」

　
　
　
　
　
　
「
あ
る
」
「
ゑ
」
「
も
み
ち
」
「
お
こ
す
」
「
な
が
す
」

の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
分
類
は
、
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に

所
属
す
る
語
の
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
詞
書

が
、　

　
和
歌
・
俳
句
な
ど
の
作
者
・
制
作
の
動
機
・
日
時
・
場
所
・
場
面
・
対
象
・

　
　
目
的
、
そ
の
他
前
後
の
事
情
等
に
つ
い
て
記
し
、
ま
た
作
品
の
主
題
・
内
容

　
　
等
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
も
の
（
6
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
、
頻
用
さ
れ
て
当
然
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
「
後
山
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
に
お
い
て
も
同
様
な
調
査
を
行
い
、

二
つ
の
「
詞
書
」
に
共
通
す
る
「
つ
か
は
す
」
「
か
へ
し
」
「
い
へ
」
「
ま
か
る
」

「
あ
そ
ん
」
「
あ
し
た
」
の
六
語
を
「
詞
書
」
的
性
格
の
特
に
強
い
語
で
あ
る
と

　
　
（
7
》

し
た
　
が
、
こ
れ
ら
六
語
が
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
七
語
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　
　
幽

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
語
群
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
前
述
の
語
と
し
て
は
四
一
語
を
指
摘
で
き
る
が
、
こ
れ
を
「
拾
遺
詞
書
」
に
お

け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に
お
い
て
行
っ
た
の
と
同
様
に
分
類
す
る
と
、

　
1
和
歌
関
係
　
　
「
だ
い
（
題
）
」
「
う
た
あ
は
せ
（
歌
合
）
」
　
「
い
ひ
お
こ
す

　
　
　
　
　
　
　
（
言
遣
）
」
「
か
き
つ
く
（
書
付
、
下
二
段
）
」

　
1
1
敬
語
　
　
　
「
い
ひ
つ
か
は
す
（
言
遣
）
」
「
ま
う
で
く
（
詣
来
）
」
「
ま
か
り

　
　
　
　
　
　
　
か
よ
ふ
（
罷
通
）
」
「
ま
か
り
く
だ
る
（
罷
下
）
」
「
ま
か
り
か
く

m
時
・
十
年
関
係

W
人
物
関
係

V
場
所
関
係

珊
そ
の
他

の
よ
う
に
な
る
。

か
る
が
、
や
は
り

言
え
る
。

　
筆
者
は
、
「
後
撰
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
に
お
い
て
も
同
様
な
調
査
を
行
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
後
下
詞
書
」
に
お
い
て
は
三
三
語
、
「
新
古
今
詞
書
」
に
お
い

て
は
三
七
語
こ
れ
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
語
群
を
、

「
拾
遺
詞
書
」
を
申
心
に
し
て
比
較
す
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
と
の
共
通
語
が
九
語
、

る
（
罷
隠
）
」

　
　
「
え
ん
ぎ
（
延
喜
、
年
号
）
」
　
「
で
ん
り
ゃ
く
（
天
暦
、

　
　
年
号
）
」
「
ね
（
子
）
」
「
つ
き
な
み
（
月
次
）
」
「
よ
ね
ん

　
　
（
四
年
）
」
「
は
じ
め
て
（
始
）
」

「
ゑ
ん
ゆ
う
み
ん
（
円
融
院
）
」
「
う
だ
い
じ
ん
（
右
大
臣
）
」

「
み
な
も
と
（
源
）
」
「
さ
だ
い
じ
ん
（
左
大
臣
）
」
「
れ
ん
ぎ
こ

う
（
廉
義
公
）
」
「
て
い
じ
（
亭
子
）
」
「
う
だ
い
し
や
う
（
右
大

将
）
」
「
せ
い
し
ん
こ
う
（
清
美
公
）
」
「
あ
っ
た
だ
（
敦
忠
）
」

「
さ
だ
ふ
ん
（
定
文
）
」
「
せ
っ
し
や
う
（
摂
政
）
」
「
ふ
ち
は
ら

（
藤
原
）
」
「
れ
い
ぜ
い
ゐ
ん
（
冷
泉
院
）
」
「
も
と
よ
し
（
元
良
）
」

「
つ
く
し
（
筑
紫
）
」
「
み
ち
の
く
に
（
陸
奥
）
」
「
ほ
と
り
（
辺
）
」

「
う
ぶ
や
（
産
屋
）
」
「
さ
ん
で
う
（
三
条
）
」
「
ふ
ち
つ
ぼ
（
藤

壷
）
」
「
を
の
（
小
野
）
」

「
け
さ
う
（
懸
想
）
」
「
し
や
う
じ
（
障
子
）
」
「
え
ん
（
宴
）
」

「
や
ど
る
（
宿
）
」
「
ご
じ
ふ
（
五
十
）
」

こ
の
分
類
に
よ
る
と
、
W
・
V
に
関
す
る
語
が
多
い
こ
と
が
わ

「
詞
書
」
の
語
彙
の
特
色
が
よ
く
表
れ
て
い
る
語
群
で
あ
る
と
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「
新
古
今
詞
書
」
と
の
共
通
語
も
九
語
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
三
作
品

に
共
通
す
る
語
は
、
「
だ
い
」
「
う
た
あ
は
せ
」
「
か
き
つ
く
」
「
え
ん
ぎ
」
「
み
ち
の

く
に
」
の
五
語
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
右
の
五
語
の
う
ち
、
時
を
示
す
「
え
ん
ぎ
」
、
場
所
を
示
す
「
み
ち
の
く
に
」

を
除
く
三
語
が
和
歌
に
関
す
る
語
で
あ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
三
語
は
、

時
代
を
越
え
た
典
型
的
な
「
詞
書
」
の
語
彙
、
す
な
わ
ち
、
「
詞
書
」
の
基
層
語

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
H
の
敬
語
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
う
ち
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い

も
の
は
四
一
語
、
う
ち
敬
語
関
係
は
五
語
で
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
。
こ
の
数
値

は
、
「
新
古
今
詞
書
」
の
場
合
（
三
七
語
中
一
語
）
と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
多

い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
一
方
、
「
後
撰
詞
書
」
の
場
合
（
三
三
語
中
六
語
）

と
比
較
す
る
と
、
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
敬

語
の
数
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
語
彙
は
、
「
後
撰
詞
書
」

に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
的
近
い
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
四
1
ω

　
三
一
ω
に
お
い
て
行
っ
た
の
と
同
様
な
段
階
分
け
を
「
拾
遺
詞
書
」
の
全
語
彙

に
つ
い
て
行
い
、
各
段
階
に
お
け
る
語
種
別
、
品
詞
別
語
数
を
ま
と
め
た
も
の
が

表
（
3
）
で
あ
る
。

　
以
下
、
表
（
3
）
を
使
用
し
、
品
詞
別
、
語
種
別
に
、
そ
の
特
色
を
考
え
る
こ

と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
品
詞
別
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

表（3）

語種別語数 品　　　詞　　　別　　　語　　　数段
　
階

所　属

黶@数 和語 漢語 混種 名詞 動詞 形容 形動 副詞 連体 接続 感動 句等

1 3 2 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0

2 5 4 1 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0

3 8 8 0 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0

4 16 13 3 0 13 3 0 0 0 0 0 0 0

5 34 30 4 0 21 11 0 0 1 1 0 0 0

6 54 40 13 1 35 13 4 0 1 1 0 0 0

7 128 95 28 5 85 34 3 0 4 2 0 0 0

8 118 87 27 4 83 29 4 0 2 0 0 0 0

9 208 163 41 4 164 34 5 2 3 0 0 0 0

10 712 551 140 21 541 132 17 9 8 0 0 1 4

1286 993 258 35 951 263 33 11 19 4 0 1 4合
　
計 ％ 77．2 20．1 2．7 74．0 20．5 2．6 0．9 1．5 0．3 0．0 0．1 0．3
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表
（
3
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
名
詞
の
比
率
は
七
四
・
○
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
古
今
詞
書
」
の
六
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
新

古
今
詞
書
」
の
七
二
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
ほ
ぼ
同
様
の
数
値
で
あ
る
。
こ
の
数
値

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
、
か
つ
て
も
ふ
れ
た
　
よ
う
に
、
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
の
ど
れ
よ
り

も
高
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
名
詞
以
外
に
つ
い
て
み
て
も
、
「
拾
遺
詞
書
」
は
、

「
古
今
詞
書
」
や
「
新
古
今
詞
書
」
の
品
詞
構
成
比
と
類
似
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
は
、
品
詞
構
成
比
上
、

典
型
的
な
「
詞
書
」
の
語
彙
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
次
に
、
語
種
別
特
色
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
全
段
階
を
通
し
て
の
比
率
は
、
表
（
3
）
の
よ
う
に
、
和
語
七
七
・
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
、
漢
語
二
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
混
種
語
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
が
、
和
語
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
古
今
詞
書
」
（
八
九
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
後

撰
詞
書
」
（
八
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
「
新
古
今
詞
書
」
（
七
〇
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
和
語
の
七
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
値
を
『
語
い
表
』
付
載
の
統
計
表
で

の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
中
世
の
作
品
で
あ
る
「
方
丈
記
」
に
お
け
る
比
率
（
七

八
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
延
べ
語

数
で
み
る
と
、
「
拾
遺
詞
書
」
は
七
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
こ
の
数
値

は
、
一
四
作
品
の
ど
れ
よ
り
も
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
吻

　
ω
で
み
た
「
拾
遺
詞
書
」
の
和
語
の
比
率
の
低
さ
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
漢
語
の
比
率
の
高
さ
と
反
比
例
の
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

以
下
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
漢
語

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
4
）
は
、
「
後
撰
詞
書
」
と
「
拾

遺
詞
書
」
に
お
け
る
漢
語
の
異
な
り
語

数
・
延
べ
語
数
を
、
各
総
数
に
対
す
る

比
率
と
と
も
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
和
文
系
文
学
作
品
に
お
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但

い
て
異
な
り
語
数
で
の
比
率
と
延
べ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

数
で
の
比
率
を
比
較
し
た
場
合
、
和
語

で
は
延
べ
語
数
で
の
比
率
の
方
が
高
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

漢
語
で
は
、
逆
に
、
異
な
り
語
数
で
の
比
率
の
方
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と

こ
ろ
が
、
表
（
4
）
で
示
し
た
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
異
な
り
語
数
と
延

べ
語
数
の
比
率
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
漢
語

の
異
な
り
語
数
で
の
比
率
は
一
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
後
撰
詞
書
」
の
そ
れ
は

七
・
ニ
パ
幽
翠
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
差
の
大
き
さ
も
注
目
に
値
す
る
。

　
右
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
「
後
撰
詞
書
」
と
の
漢
語

使
用
比
率
の
相
違
は
、
全
体
を
通
し
て
の
そ
れ
よ
り
も
、
基
幹
語
彙
に
お
け
る
そ

れ
の
方
が
よ
り
大
き
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
で
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
漢
語
（
三
五
語
存
す
る
）
に
は

ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
言
で
言
う
と
、
人
物
に
関

す
る
漢
語
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
後
撰
詞
書
」
の
基
幹
語
彙

後撰詞書 拾遺詞書

異なり語数 138 258

％ 10．8 20．1

延べ語数 485 1045

％ 6．9 20．1
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に
お
け
る
漢
語
と
の
共
通
語
六
語
を
除
い
た
二
九
語
中
、
半
分
以
上
の
一
七
語
が

人
物
関
係
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
に
関
す
る
漢
語
の
多
用
が
全
体
の
比
率

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
漢
語
の
比
率
の
高
さ
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
「
拾
遺

詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
人
物
に
関
す
る
漢
語
の
頻
用
は
、
歌
物
語
的
性
格

の
強
い
「
後
引
詞
書
」
と
比
較
し
た
場
合
、
詠
歌
の
事
情
の
説
明
を
中
心
と
す
る

簡
潔
な
「
詞
書
」
ら
し
い
「
詞
書
」
と
し
て
の
「
拾
遺
詞
書
」
の
性
格
を
物
語
っ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
五

　
次
に
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
、
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
竹
取
物
語
」

「
伊
勢
物
語
」
「
源
氏
物
語
」
「
更
級
日
記
」
「
大
鏡
」
「
徒
然
草
」
の
各
作
品
の
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

彙
と
の
共
通
語
・
非
共
通
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
「
拾
遺
詞
書
」
の

語
彙
の
特
色
の
一
端
に
ふ
れ
る
。

　
表
（
5
）
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
を
中
心
と
し
、
そ
の
共
通
語
数
・
非
共

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

囎
超
証
㎎
数
、
　
丘
一
通
静
灰

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
表
（
5
）
か
ら
わ
か
る
と
こ
ろ
を
示
す
。

　
1
④
段
階
あ
た
り
ま
で
は
共
通
語
数
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
が
、
⑤
段

　
　
階
あ
た
り
か
ら
「
竹
取
物
語
」
と
の
共
通
語
数
が
他
作
品
の
そ
れ
と
比
較
し

　
　
た
場
合
、
少
な
く
な
る
。

　
1
1
下
位
段
階
に
お
い
て
は
、
語
彙
量
の
大
き
い
「
源
氏
物
語
」
と
の
共
通
語
数

　
　
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
、
「
大
鏡
」
「
徒
然
草
」
等
、
比
較
的
語
彙
量
の

　
　
大
き
い
作
晶
と
の
共
通
語
数
が
そ
れ
に
続
く
。

表（5）

段
階

所属

齔

古今詞書 後撰詞．書 竹取物語 伊勢物語 源氏物語 更級ll記 大　　　鏡 徒　然　草

共通 非1樋 共通 非共通 共通 撒通 共通 非共通 共通 非共通 共通 非・共通 共通 非」樋 共通 非共通

1 3 3 0 3 0 2 1 3 0 3 0 2 1 3 0 2 1

2 5 5 0 5 0 4 1 4 1 5 0 4 1 5 0 5 0

3 8 8 0 8 0 8 0 8 0 8 0 8 0 8 0 8 0

4 16 14 2 15 1 11 5 13 3 14 2 12 4 15 1 10 6

5 34 31 3 33 1 23 11 28 6 33 至 25 9 33 1 30 4

6 54 40 14 46 8 28 26 38 16 50 4 34 20 52 2 38 16

7 128 77 51 106 22 59 69 76 52 1董3 15 77 51 103 25 91 37

8 118 54 64 70 48 27 91 48 70 94 24 5圭 67 82 36 63 55

9 208 78 130 86 122 54 154 83 125 147． 61 78 130 129 79 99 109

10 712 107 605 至69 543 136 576 178 534 375 337 183 529 297 415 230 482

計 1286 417 869 541 745 352 934 479 807 842 444 474 812 727 559 576 710

共通度 0．24 0．27 0．16 0，茎9 0．07 0．墨7 0．14 0．12
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m
全
段
階
を
通
し
て
の
共
通
語
数
は
、
「
源
氏
物
語
」
「
大
鏡
」
「
徒
然
草
」
に

　
　
お
い
て
多
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
語
彙
量
の
大
き
く
な
い
「
後
明
詞
書
」
や
「
伊

　
　
勢
物
語
」
が
そ
れ
に
次
ぐ
点
が
目
を
引
く
。

　
W
共
通
度
で
み
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
と
の
そ
れ
が
最
も
高
く
、
以
下
、
「
古
今

　
　
詞
書
」
「
伊
勢
物
語
」
の
順
と
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
が
、
W
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
拾
遺
詞
書
」

の
語
彙
と
歌
物
語
で
あ
る
「
伊
勢
物
語
」
の
語
彙
と
の
共
通
度
が
比
較
的
高
い
点

は
注
意
を
要
す
る
。
た
だ
し
、
「
後
撰
詞
書
」
と
「
伊
勢
物
語
」
と
の
そ
れ
が
○
・

　
　
（
1
2
）

二
四
　
で
あ
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
共
通
度
は
低
い
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
「
後
撰
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
調
査
と
比
較
し
た
場
合
、
す
べ
て
の
作

品
に
お
い
て
「
拾
遺
詞
書
」
で
の
共
通
度
の
方
が
低
い
。
こ
の
点
に
、
散
文
的
要

素
を
持
っ
た
「
後
奏
詞
書
」
と
、
そ
の
要
素
の
よ
り
少
な
い
「
拾
遺
詞
書
」
と
の

差
が
み
う
け
ら
れ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
六

　
前
節
に
お
い
て
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
「
伊
勢
物
語
」
の
語
彙
と
の
共
通

度
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
「
後
飛
詞
書
」
の
語
彙
と
「
伊
勢
物
語
」
の
語
彙
と

の
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
伊
勢
物
語
」
の

語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
の
順
位
相
関
を
み

る
こ
と
に
よ
り
、
「
伊
勢
物
語
」
の
語
彙
と
「
謹
撰
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
性

を
指
摘
し
た
い
。

　
前
述
の
こ
と
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
『
語
い
表
』
付
載
の
「
伊
勢
物
語
」
に

関
す
る
「
上
位
五
〇
語
の
使
用
度
数
と
使
用
率
」
で
示
さ
れ
た
五
〇
語
の
う
ち
、

「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の
い
ず
れ
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
も

使
用
さ
れ
た
四
一
語
を
考
察
の
対
象
と
し
た
。

　
右
の
四
一
語
に
関
し
、
「
伊
勢
物
語
」
を
中
心
に
し
て
、
使
用
頻
度
に
よ
り
順

位
づ
け
し
た
も
の
が
表
（
6
）
で
あ
る
。
こ
の
表
（
6
）
を
も
と
に
し
、
ス
ピ
ア

　
　
　
　
　
（
1
3
）

マ
ン
の
計
算
式

　
　
　
　
　
　
　
に
よ
り
順
位
相
関
係
数
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
「
伊
勢
物
語
」

と
「
古
今
詞
書
」
と
の
間
が
○
・
二
七
九
、
「
伊
勢
物
語
」
と
「
後
撰
詞
書
」
と

の
間
が
○
・
五
二
〇
、
「
伊
勢
物
語
」
と
「
拾
遺
詞
書
」
と
の
間
が
○
・
三
四
七

の
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
み
る
限
り
、
「
伊
勢
物
語
」
と
「
古
今
詞
書
」
、
「
伊

勢
物
語
」
と
「
拾
遺
詞
書
」
と
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
相
関
は
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
「
伊
勢
物
語
」
と
「
後
撰
詞
書
」
と
の
間
の
相
関
も
、
必
ず
し
も
強

い
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
伊
勢
物
語
」
と
他
の
二
つ
の
「
詞
書
」
と

の
相
関
と
比
較
し
た
場
合
、
や
は
り
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

　
　
七

　
以
上
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
、
い
さ
さ

か
の
考
察
を
試
み
た
が
、
こ
こ
で
要
点
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
1
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
は
一
二
八
六
語
、
延
べ
語
数

　
　
は
五
二
〇
二
語
で
あ
る
。

　
2
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
度
数
を
持
つ
語
を
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹

　
　
語
と
す
る
と
、
基
幹
語
彙
は
、
異
な
り
語
数
で
一
九
一
語
、
延
べ
語
数
で
三

　
　
四
九
二
語
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
延
べ
語
数
三
四
九
二
語
は
、
「
拾
遺
詞
書
」

　
　
に
お
け
る
全
延
べ
語
数
の
六
七
・
＝
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

　
3
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
う
ち
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
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表（6）

Nα 単　　語 伊勢 古今 後撰 拾遺 Nα 単　　語 伊勢 古今 後撰 拾遺

1 あり 1 20 9 13 22 あふ（合） 2L5 32．5 ！9．5 21

2 をとこ 2 32．5 7 15．5 23 とき 23 2 13 2

3 ひと（人） 3 4 1 7 24 くに 24 13 23 23．5

4 むかし 4 29．5 37．5 40．5 25 しる 25 5 6 1

5 をんな 5 15 2 6 26 ところ 26 16．5 12 8

6 いふ 6 6 5 10．5 27 かへし 27 14 3 14

7 す（為） 7 10 8 3 28 よ（夜） 28 22 30 40．5

8 おもふ 8 26．5 21 27 29 なく（泣） 29．5 24 40 22

9 よむ 9 1 25 4 30 いつ 29．5 40．5 36 33．5

10 なし（無） 10 25 24 25 31 み（身） 32 18．5 27．5 33．5

11 みる 11 7 16 9 32 きく（聞） 32 16．5 14 20

12 いと（甚） 12 29．5 22 37 33 いま 32 38．5 33．5 29．5

13 この 13 11 33．5 23．5 34 みこ 34．5 9 19．5 18

14 こと 14 29．5 10 17 35 かの 34．5 22 26 27

15 もの 15．5 22 U 15．5 36 ふ（経） 37 36 35 39

16 こころ 15．5 35 15 33．5 37 はな（花） 37 8 17．5 12

17 なる 17 18．5 17．5 19 38 え（得） 37 34 30 27

18 その 18．5 26．5 27．5 33．5 39 よ（世） 39 40．5 41 37

19 く（来） 18．5 37 30 37 40 これ 40．5 29．5 39 31

20 もと 20 12 4 5 41 かく（斯） 40．5 38．5 37．5 29．5

21 うた 21．5 3 32 10．5

い
も
の
は
「
詞
書
」
の
語
彙
を
特
色
づ

け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
詞

書
」
の
基
層
語
と
で
も
言
う
べ
き
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
。

4
敬
語
使
用
の
面
か
ら
み
る
と
、
「
拾
遺

詞
書
」
は
「
古
今
詞
書
」
よ
り
も
「
後

撰
詞
書
し
に
近
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

5
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
は
、
晶
晶
構
成

比
上
、
「
古
今
詞
書
」
や
「
新
古
今
詞

書
」
に
類
似
し
て
い
る
。

6
語
種
別
比
率
で
み
る
と
、
「
拾
遺
詞
書
」

　
の
語
彙
は
、
三
代
集
の
「
詞
書
し
の
中

　
で
最
も
漢
語
の
比
率
が
高
い
。
ま
た
、

　
漢
語
の
異
な
り
語
数
に
お
け
る
比
率
と

　
延
べ
語
数
に
お
け
る
そ
れ
と
を
比
較
す

　
る
と
、
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
が
、
こ
の

　
点
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。

7
6
で
も
ふ
れ
た
延
べ
語
数
に
お
け
る
漢

　
語
の
比
率
の
高
さ
は
、
基
幹
語
彙
に
お

　
け
る
人
物
関
係
の
漢
語
の
頻
用
に
起
因

　
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ

　
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
「
後
撰
詞
書
」
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と
の
性
格
の
違
い
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

8
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
他
作
品
の
語
彙
と
の
全
段
階
を
通
し
て
の
共
通
語

　
数
は
、
語
彙
量
の
大
き
い
「
源
氏
物
語
」
「
大
鏡
」
「
徒
然
草
」
に
お
い
て
多

　
い
が
、
語
彙
量
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
「
後
撰
詞
書
」
や
「
伊
勢
物
語
」

　
で
の
共
通
語
数
が
そ
れ
ら
に
次
ぐ
点
は
注
目
に
値
す
る
。

9
共
通
度
は
、
「
後
見
詞
書
」
と
の
そ
れ
が
最
も
高
く
、
以
下
、
「
古
今
詞
書
」

　
「
伊
勢
物
語
」
の
順
と
な
る
。

10

㊧
ﾊ
相
関
係
数
で
み
る
と
、
「
伊
勢
物
語
」
の
語
彙
と
「
後
言
詞
書
」
の
語

　
彙
と
の
間
に
は
、
比
較
的
強
い
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。

（
注
）

（
1
）

AA32vv
（
4
）

AA65V一　v
以
下
、
用
例
や
統
計
に
関
し
て
『
語
い
表
』
と
し
た
場
合
は
、
宮
島
達
夫
・

中
野
洋
・
鈴
木
泰
・
石
井
久
雄
氏
編
『
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
　
古
典
対
照
語
い
表

お
よ
び
使
用
法
』
に
よ
る
。

た
だ
し
、
私
意
に
よ
り
読
み
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

拙
稿
1
「
『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
七
号
）
、

H
「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
此
島
正
年
博
士
喜

寿
記
念
語
彙
語
法
論
叢
』
所
収
）
。
以
下
、
「
古
今
和
歌
集
」
及
び
「
後
撰
和

歌
集
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
の
も
の
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・
比

率
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範
囲
及
び
読
み
方
変
更
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、

そ
の
数
値
に
異
動
が
あ
る
。

拙
稿
「
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』

一
九
号
）
。
以
下
、
「
新
古
今
和
歌
集
」
に
関
し
て
は
前
掲
の
も
の
に
よ
る
。

な
お
、
読
み
方
変
更
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
数
値
に
一
部
異
動
が
あ
る
。

西
田
直
敏
氏
著
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
八
四
頁
。

国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
の
「
詞
書
・
左
注
」
の
項
（
井
手
至
氏
担

　　　　　

987）　）　）
　11

）

　10

）

　13

）

　12

）
当
）
。（
3
）
拙
稿
1
1
。

（
3
）
拙
稿
1
1
。

『
語
い
表
』
の
一
四
作
品
に
お
い
て
も
全
て
、
和
語
で
は
延
べ
語
数
で
の
、
漢

語
で
は
異
な
り
語
数
で
の
比
率
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
現
代
語
及
び
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
も
同
様
な
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ

る
（
石
綿
敏
雄
氏
著
『
日
本
語
の
な
か
の
外
国
語
』
第
二
章
参
照
）
。

「
竹
取
物
語
」
以
下
六
作
品
に
お
け
る
語
の
有
無
は
『
語
い
表
』
に
よ
っ
た
。

共
通
度
は
、
水
谷
静
夫
氏
が
「
語
彙
の
共
通
度
に
つ
い
て
」
（
『
計
量
国
語
学
』

七
号
）
で
示
さ
れ
た
計
算
式
に
よ
っ
た
。

（
3
）
拙
稿
H
。

田
中
章
夫
氏
「
語
彙
研
究
に
お
け
る
順
位
の
扱
い
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究

七
』
所
収
）
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。
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（
資
料
）
　
「
寸
寸
詞
書
」
の
基
幹
語
彙

二二曼r三6兀パ臼二項三三二1弓・八七六・i四三・・ン 順
位
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単
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数

五　四　四　四　1！q　四　四　四　四　四　四　三　三　三　三　三　三　三　三　三　三　二　二　二　二 順
〇　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一　〇　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一〇　九　八七　六 位

ま　あ　ゑ　よ　と　と　あ　な　く　あ　か　ひ　き　な　か　う　こ　い　み　ひ　つ　こ　か　の　う
う　し　　　る　ふ　し　る　く　だ　そ　た　と　く　る　み　ち　ろ　ひ　こ　　　き　と　く　ち　たで　た　　　　　　　　　　　な　る　ん　　　び　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　あ

弾
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ｷ
川一τ
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単
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11「1

人　前　心配　同　馬　右　法　中　子　山　道　偲書　合　円　院紅　妻　宮　中　奉’斎秋娘　又
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度
数
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豊98二二二二二二二二ll叡公茜二二二七
順
位

は　な　と　て　つ　し　さ　け　か　お　を　れ　は　と　さ　こ　く　お　わ　み　ま　ほ　ね　に　な　つ
づ　し　う　い　き　や　ぶ　さ　へ　く　の　ん　る　る　だ　の　に　こ　た　や　う　ど　　　よ　く　く
ｫ　　　ぐ　じ　な　う　ら　う　り　る　こ　ぎ　　　　　い　　　　　す　る　す　づ　　　　　う

単

う　　　み　じ　ふ　　　ご　　　　　こ　　　　　じ　　　　　　　　　ど　　　　　　　ご

@　　　　　と　　　　　う　　　　　ん　　　　　　　　　こ

@　　　　　　　　　　　　　　　ろ

語

八　無　春　亭　月　障候　懸返　後　男　人　春　取　左　此　国　遣渡　御詣　程　」孔女　鳴　付
月　　　宮　子　並　．子　侍　想　言　　　　　名　　　　　大　　　　　　　　　息　　　　　　　御　四　着

臣　　　　　　　　所　　　　　　　　段
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度
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ｪ　一L：六　五　四　三　ニ　…　〇　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一　〇　九　八　七　六　五　四　三

順
位

う　い　い　い　あ　あ　あ　あ　ゆ　や　み　は　な　な　つ　つ　た　せ　す　さ　お　え　う　う　よ　ふ
め　ち　せ　け　ま　ふ　つ　か　き　ど　ち　は　ぬ　が　く　く　ま　い　け　ら　も　ん　だ　ぐ　ね　る
@で　　　　　た　ぎ　た　し　　　る　の　　　か　す　る　し　ふ　し　　　に　し　　　い　ひ　ん

単

う　　　　　　　　　だ　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　ん　　　　　う　　　し　す 量五

に　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　し　　　や
口r．i

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ﾂ　　　　　　　　　　　　　つ

梅地地池数扇人赤雪宿地母七流1乍地給人次野面挙手鶯四降名　名　　　多　　　名　明　　　　　名　　　目　　　　　名　　　名　官　　　自　　　大　　　年

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樗

ノ｛　　　ノiて　　　ノ1《　　　ノ・ζ　　ン1て　　　ノて　　　ン亘て　　　ノ＼1　　．L：　　一Lニ　　翻しニ　　　一tニ　　　一しニ　　一しニ　　　回し：　　・LF：　　　Lニ　　一し二　　　・し二　　．t」　　　．　L：　　・しニ　　　一tj　　　一し：　　ノ㍉　　　ノ又
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ﾜ　五　五　五　五　四　四　四　四　四　IZ塾1四　四　四　四　三　三　三　三　三　三　三　三　三　三　二
l　三　二　一一　〇　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一　〇　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一一　〇　九

順
位

ほ　ふ　ふ　ふ　の　の　な　な　な　て　つ　つ　ち　そ　せ　せ　せ　さ　さ　さ　き　か　か　お　お　え
と　み　み　ち　る　ぽ　げ　が　い　ん　か　か　ゆ’う　ん　つ　う　つ　だ　い　　　へ　の　も　ほ
ﾆ　つ　　　は　　　る　く　つ　し　じ　さ　う　う　す　ざ　し　し　き　ふ　ぐ　　　る　　　ふ　す

単

ぎ　き　　　ら　　　　　　　き　　　や　　　ま　な　　　い　や　や　　　ん　う　　　　　　　　　　　　　k
圭烈

す　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　つ　こ　　　　　う　う
目「1

る　ん

時　し　文　人　乗　上　嘆　九　内　殿　宮　仕　中　奏　前　摂　少　五　人　斎　木　帰　彼　思　仰
鳥　月　　　名　　　登　　　月　侍　」二十　　　納　　　栽　政　将　ll名　宮

昇　　　　　　　　　　　　占
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Z　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一　〇　九　八　L：六　五　四　三　ニ　一　〇　九　八　．し　六　五

順
位

と　つ　ち　そ　す　さ　さ　ご　こ　こ　き　か　か　か　お　お　う　う　い　い　あ　れ　み　ま　ま　ほ
ｵ　か　ゆ　ふ　む　ん　く　じ　れ　た　や　む　は　く　ほ　く　へ　ぶ　ま　ひ　め　い　ゆ　か　か　と
ｱ　ひ　う　　　　　で　　　ふ　　　ふ　う　な　ら　　　し　　　　　や　　　お　　　ぜ　き　り　り　り
､　　　　じ　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　づ　　け　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　い　　　　く　か

@　や　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　す　　　ゐ　　　だ　よ
@　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん　　　る　ふ

単
語

年　使　中　添　住　地　咲　五　此　答　京　十　士　斯　多　置　L　産　今　β　雨　冷　御　罷　罷　辺
?　　　将　　　　　名　　　十　　　　　　　月　器　　　　　　　　　屋　　　遣　　　泉　幸　ド　通

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院

五　五　五　五　五　五五　五五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五五五　六　六六　六　六
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＿一」禰＿碍膚＿ゴ湘一内内漕罰．一一一一’一＿一一一一
縺@九　八　八　八　八　八　八　八　八　八一一　〇　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一 順

位

を　を　も　め　み　ま　ま　ま　ま　ふ　は
驕@の　と　の　か　つ　つ　か　う　ち　じ
@　よ　と　ど　り　　　り　す　つ　め
@　し　　　　　　　　　か　　　ぽ　て

@　　　　　く
@　　　　　る

単
語

折　地　人　乳　御　祭　待　罷　申　藤　始
@名　名　爆　門　　　　　隠　　　壷

．互　五　五　五　五　五　一五　五　五　五　五
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数


